
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 自己点検評価報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人 澤田学園  

学校法人 澤田学園  

松江総合医療専門学校 

医療専門学校 

 

 

 

 



1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．教育理念・目的・目標       

 小項目 評価の基準 評価 現状、課題、今後の改善方策等 

1 

１．  

教育理念、目的 

及び目標の設定等 

教育理念等を踏まえ、当該専

門学校としての目的及び目標

を明確に設定し、養成する人

材像を明確にしているか。 

2.4 

本校は、地域の保健・医療・福祉施設

などにおいて、人々の健康の担い手と

して活躍できる質の高い医療従事者

を育成することを目指す。また、医療

従事者に不可欠な思いやりの心を養

い、医療技術を習得するための学校と

して存在することを目標に掲げてい

る。 

入学時・年度ごとに、教育理念・教育

目標・育成人材像・ 

教育の特色等についてオリエンテー

ションを行っている。 

評価基準： 

３：基準を満たしており、特筆すべき取組を行っている 

２：概ね基準を満たしている 

１：基準を満たしておらず改善が必要 



2 

 

 

２．教育課程、教育の実施、学修成果 

 小項目 評価の基準 評価 現状、課題、今後の改善方策等 

2 

１． 

教育課程の編

成と授業科目 

 

学校の目的・目標及び養成する人

材像を実現するために必要な教

育課程編成・実施方針を作成した

上で、教育課程を体系的に編成

し、系統性・段階性に配慮した授

業科目を配置しているか。 

2.6 

各学科とも教育理念に沿った教育課

程の編成、実施方針の策定をしてい

る。指定規則に基づき学生が学びやす

いように体系的に編成している。 

 

3 

２． 

教育の実施 

 

授業科目内容に応じ、講義、演習、

実験、実習又は実技など、適切な

授業形態で教育が実施され、か

つ、適切な教材が用いられるとと

もに、成績評価基準に基づき成績

評価を行っているか。 

2.5 

授業科目内容に応じて適切な授業形

態で教育を実施している。 

 

成績評価・単位認定、進級・卒業判定

の基準を明確にしている。成績評価に

関する客観的指標として GPA を採用

している。 

 

各学科ともディプロマ・ポリシー（卒

業認定、専門士授与に関する方針）を

掲げている。 

4 
３． 

単位・卒業認定 

学校の目的・目標及び養成する人

材像を実現するために必要な卒

業認定方針（資格・免許等を含む

修得させる職業能力を含む）を学

科ごとに定め、当該方針に基づき

卒業の認定をしているか。 

2.6 

5 
４． 

学修成果目標

の達成状況 

卒業認定方針を踏まえ、学科ごと

に職業能力を含む資質能力の修

得（資格・免許等の取得や知識・

技術・技能の修得含む。）について

の目標を定め、その目標が達成で

きているか。 

 

2.6 

臨床実習の前後に OSCE（客観的臨床

能力試験）を導入している。また、卒

業試験を実施し資格・免許等の取得や

知識・技術・技能の修得を行う。 

6 

学生が望む進路の実現に関する

目標を定め、その目標が達成でき

ているか。 
2.5 

各学科 3000 件以上の求人数あり、学

生面談を行い、進路、就職活動を支援

している。 
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３．学生の受入れ、学生支援 

 小項目 評価の基準 評価 現状、課題、今後の改善方策等 

7 １． 

学生募集及び入学

者の選抜、収容定員

の管理 

入学者の受け入れ方針、入学

選考基準、方法を定め、入学

希望者に明示し、入学者の選

考を公正に行い、合否を決定

しているか。 

 

2.4 

アドミッション・ポリシー（入学者受

け入れ方針）、入学選考基準を定め、入

学希望者に明示している。また、入学

者の選考を公正に行い、合否を決定し

ている。 

 

8 

学生の受入れは、入学定員に

基づき適正に行っているか。 

 

2.4 

9 

２． 

学生生活に関する

支援 

カウンセラーの配置、相談室

の設置など、学生の相談に対

応するための環境整備を行

い、適切に運営しているか。 

 

1.8 

各学科でいつでも相談できる体制を

整備している。また、教員、職員が学

生の変化を察知し声掛け、相談に応じ

る。学生意見箱を設置している。 

令和 7年度は校長とのランチミーティ

ングを実施し、コミュニケーションを

図り、なんでも気軽に話せる環境づく

りを行うなどし、心理的ハードルの低

い環境づくりを行う。 

10 

留年者、退学希望者など学習

の継続に困難な問題を抱え

る学生に対し適切な対応を

行っているか。 

 
2.4 

担任、副担任制を敷き、教員同士で連

携を図り、学生が抱える様々な問題に

対し、早期発見、早期対応できるよう

努めている。 

本人との個別面談、保護者面談をし、

家庭と学校が一体となり、解決へ導

く。令和 7年度は休学、退学共に前年

度に比べて減少した。 

11 

学校保健安全法に基づく学

校保健計画を策定し、学生の

心身の健康管理体制を整備

し、適切に運用しているか。 

 

2.4 

健康診断を年に一回行っている。ま

た、保健室を各棟に置きいつでも受け

入れる体制にある。 

 

12 

学生のキャリア支援、就職支

援に対する支援体制を整備

し、適切に周知、運用してい

るか。 

2.4 

求人倍率  理学療法学科  117倍 

（令和 7 年度）   作業療法学科  101倍 

看護学科    83倍 

学生の意向を尊重しながら、就職活動

相談や面接指導等行う。 

理学、作業、看護の教員が相互に学科

介入し、他職種連携などの講義を行っ

ている。 

キャリア教育、職業教育の観点から、

毎年度、島根県の理学療法士会、作業

療法士会、看護連盟の方を招き、講話

や指導をいただく。 
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４．教育実施組織・教員 

 小項目 評価の基準 評価 現状、課題、今後の改善方策等 

13 

１． 

教員の配置、募集、

採用 

教育課程を実施するのに必

要な、資格・要件を備えた教

員を確保するために基準等

（教員の採用基準等）を整備

し、適正に運用しているか。 

2.3 

 

指定規則に定められた資格要件の教

員数を確保している。人材育成目標を

達成しうる授業を行う、また、経験豊

富な教員（非常勤講師も含む）を確保

している。 

各学科には、学科長、実習調整者を配

置している。 
14 

２． 

教員の組織編制等 

学校の目的に応じた分野の

区分ごとに必要な教員組織

を整備し、業務分担、責任体

制を規程等で定めているか。 

2.3 

15 
３． 

教員の資質の向上 

学校の教育活動の改善、 

工 夫 を 行 う FD(Faculty 

Development)などの取組や、

教員の研究活動、自己啓発等

への支援を行っているか。 

2.0 

外部での研修、学会発表等に参加して

いる。また、リモート研修も積極的に

行っている。 

 

 

 

 

５．教育環境 

 小項目 評価の基準 評価 現状、課題、今後の改善方策等 

16 
１． 

教育環境の整備 

教育上の必要性に対応でき

る施設・設備、機械器具等を

備えているか。  

 

2.4 

指定規則上必要な設備を整備してい

る。また各学科教室、物品の相互利用

なども積極的に行っている。 

17 
２． 

安全対策、防災 

学校保健安全法に基づく学

校安全計画を策定し、学校に

おける安全対策を適切に行

っているか。 

2.3 

防災マニュアルに基づいて、定期的に

保守点検を行い、適切に対応してい

る。学校全体での避難訓練を実施し

た。 
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６．教育活動の基盤と改善・向上の取組 

 小項目 評価の基準 評価 現状、課題、今後の改善方策等 

18 

１． 

中 期事業計 画と  

財務基盤 

学校の教育活動を安定して

遂行するために必要かつ十

分な財務基盤を確立してい

るか。   
2.1 

定員充足に課題を抱えており、財務基

盤が安定しているとは言い難い状況。 

教育の質を確保しつつ、学生数の確保

及び経費削減が今後も課題となって

いる。令和 7年度は大幅に経費削減を

実施。 

19 
２． 

学校運営 

学校運営の組織体制を整備

し、適切な運営が行われてい

るか（職業教育に関するマネ

ジメント（教育の企画・設計・

運営等）における責任体制を

含む。）。 

2.3 

学校運営は教務部、事務部が連携した

組織体制をとっている。教務部は校長

副学校長のもと各学科で教育設計を

行い、全体統括は理事長が行う。 

今後も SD（スタッフディベロップメン

ト）を計画的に行う。 

20 
３． 

学校評価の実施と

改善活動 

学校評価を実施し結果及び

改善状況についての情報を

公表しているか。 

 

2.4 

 

自己点検評価を実施し、問題点の改善

に努めている。また、学校関係者評価

委員による外部評価を受け、学校運営

に活かしている。 

これらについては、情報公開してい

る。 
21 

学校評価の結果に基づく改

善への取組を組織的かつ継

続的に行っているか。 
2.3 

22 

４． 

社会からの理解と

情報の公表 

教育活動、学修成果、学校運

営等の状況に関する情報を

積極的に公表しているか。 
2.4 

 

SNS、ホームページの活用等、積極的に

行っている。 

 

 


